
1.商業・にぎわい

広場や街全体のイベント：街全体で音楽やパフォーマンスを楽しむイベント、アートを
はじめとする文化的な薫りの高い街にしていきたい。

個性的な店、若者の新たな出店：個性的な店が住宅街に広がっている。家賃を安くする
ことで若者による新たな出店を促し、素敵なアイデアを支援する制度の創出を通じてさ
らに充実したい。

路地文化：歩いて楽しい裏路地が烏山の特徴。路上ライブや食べ歩きなどもできるよう
に、魅力アップしたい。

多様性を受け入れる街：増えている外国人居住者を受け入れる街、ペットが過ごしやす
い街を目指してお店を充実するとともにエリア別に特徴あるクリスマスマーケットをは
じめとする路上イベントを創出したい。

再開発への期待：どこにでもある再開発としないために、先進事例から学ぶとともに、
温泉や宴会ルーム、宿泊施設などが組み込まれると良い。再開発について、街の魅力
アップにつながるポジティブなアピールが必要。
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区民センター前広場：区内でも特徴的な街の中心になっている広場を大切にしたい。
一方、改善の余地はある。そして、南側にできる広場との連携が大切である。

区民センター：部屋の数は多いが、キャパが足りない。現代のニーズに対応できてい
ない。

高架及び高架下：新しくできる比較的大きな空間に対して、緑、店舗、駐輪場などの
期待は大きい。

南側地区：情報が足りなく、具体的な提案は少なかった。

交通：将来は地区内の歩行者、自転車、車のあり方を総合的に考えたい。基本はゆっ
たり歩ける街。

公共施設のあり方：既存の施設と新しくできる施設の役割とコンセプトを作ることが
大切、それには利用者、住民の参加も必要。

２.公共施設
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駅周辺の交通環境：自転車利用者が多く、他にも自動車や歩行者が入り乱れていて危な
い。子どもも高齢者も安心して歩けるよう、緩く動線を誘導する、道路の設えで走行速
度を落とす仕掛けを設けるなど、皆が共存できるようにする。

歩行者優先、歩行者天国（駅前通り）：駅前通りは自転車で走行する人や路上駐輪が多
く、歩行者が安心して歩けない。歩行者優先のまちづくりを進めたい。

駐輪問題：特に買い物利用者の路上駐輪が多く、駅近くの駐輪場は停めたくても満車で
停められない。買い物時に短時間利用できる駐輪スペースを設けるなど、駅近くに気軽
に置ける場所があると良い。

バス・タクシーの利便性：乗り場が駅から離れており、場所も分散していて乗り継ぎも
含め利便性が低い。駅近くに整備予定の駅前広場に乗り場が集約されると便利になる。
しかし、集約されると、商店街を通らずにバスやタクシーに乗れるので、街を回遊する
人が減るおそれがある。利便性を高めつつ、回遊性も高めたい。

再開発による交通への影響：駅南側の再開発により、住人や利用者が増え、車利用も増
えると思われる。交通環境が悪化しないような対策が必要である。

３.交通環境
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４.コミュニティ
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情報の“見える化”：地域の出来事やお祭り、良いお店などを発信する方法が議論された。
SNSやマップを活用し、ポジティブな情報を共有していく工夫が求められた。

広場の活用：多世代が気軽に集えるスペースの必要性が強調された。人工芝やイスを置
く試み、フリーマーケット、夜間照明の工夫などが提案された。

文化・アートの発信：地域に眠る文化資源やアート活動を顕在化させ、広場や再開発空
間を活用する案が出された。発表の場を増やし、まち全体の雰囲気に文化的要素を取り
入れていく視点が示された。

烏山マインド：挨拶や交流を通じて「多様性を受け入れる心」を育てる取り組みが提案
され、世代を越えたつながりを大事にする姿勢が確認された。
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５.住宅・みどり
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居心地のよいまち：みどりや土がある場所が居心地のよさに繋がる。そして、みどりを
増やすことや居心地のよいまちにすることが烏山の魅力向上に不可欠である。

みどりの管理：みどりを増やすとともに、継続的に維持管理を行う。その担い手は区民
であり、費用はクラウドファンディングや地元企業の協力で賄う。

高架下の活用：高架下の設えはまちの魅力向上に大きく影響する。京王電鉄を巻き込ん
で、高架下の活用を一緒に考える。

多様な居住空間の供給：従来型家族向け住宅だけでなく、単身や２人向けなど多様な居
住形態に対応できる多様な居住空間の供給が必要である。

地域コミュニティ：再開発エリアのタワーマンション建設により、周辺の景観、風害、
コミュニティ形成などに懸念がある。

ゴミのないまち：ゴミやポイ捨てタバコのないまちを目指し、ゴミ箱を設置する提案と
持ち帰り文化を普及させる提案が出された。
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６.防災
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情報共有：情報共有はいろいろな形があり、町会などではイベントなどで周知の工夫は
行われている。町会とマンションとの間のギャップが課題になっている。看板やアプリ
などいろいろな情報共有のあり方があるが、日頃の備えから災害発生時などそれぞれの
フェーズで必要とされる情報の整理と発信の整理が必要。まち歩きなどの点検をつうじ
た周知や成果をマップなどでまとめることによるアイデアが出された。

高齢者への対応：在宅避難が推奨されているが、高齢者は一人では不安であったりする
こともある。一方で避難所への移動などで課題も多いことから、地域ぐるみでの対応が
必要である。

区民センター：地域のハブとして情報の拠点などへの期待がある。
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